
天外伺朗氏（てんげ・しろう）プロフィール
元ソニー上席常務。工学博士（東北大学）、名誉博士（エジンバラ大学）。
2006年まで42年間ソニーに勤務。その間、CD（コンパクトディスク）、NEWS
（ワークステーション）、AIBO（犬型ロボット）などの開発を主導した。ソ
ニー・インテリジェンス・ダイナミクス研究所（株）所長兼社長などを歴任。現
在、医療改革、教育改革、企業経営改革などに取り組む。2014年より、ブ
ラック企業の正反対の、社員を大切にしている企業を表彰する「ホワイト企
業大賞」を推進。2005年より経営者を対象に「天外塾」を開講。次第にすべ
ての人の意識の変容と、社会の進化を加速することを主眼にした塾に変
わっていっている。他、瞑想や断食を指導。著書多数。

札幌・天外伺朗「生き方塾」開催
受 講 生 募 集！
全４回講座
・5月15日（土）13時〜17時
・6月19日（土）13時〜17時
・7月17日（土）13時〜17時
・8月21日（土）13時〜17時

定員 20人
参加費 20万円（税込）
参加方法 札幌会場参加とオンライン参加可能

主催・お申し込み https://hk-plazalaw.com/

10年ぶりの札幌開催
混迷の時代の今こそ
本質論を学び、
経営・人生・家庭を
よくするセミナー！



本年５月から、天外伺朗先
生を札幌にお招きして、札
幌・天外伺朗「生き方」塾を
開催いたしますので、ご参加
いただきますようご案内を申
し上げます。

天外伺朗先生を札幌にお招
きするのは１０年ぶりです。
その後１０年間の天外先生の
活躍は、目覚ましいものがあ
ります。企業では、管理と監
視の「管理型」マネジメント
が主流ですが、このコロナ禍
のテレワークの浸透は、個人
の主体性を重んじる働き方が
求められており、単なる「管
理型」マネジメントではうま
く行かなくなってきておりま
す。他方、「ティール型組織
運営」など新しい組織運営が
拡がりつつあります。

天外先生は、「フロー経
営」、「ティール型組織運

営」へと組織の階層が進化す
るためには、その前に、意識
の単なる成⻑ではなく、個人
の内面の「葛藤」の解消をは
かり、個人の潜在意識を含む
「変容」が不可欠だといいま
す。そして、もっぱら個人の
「意識の変容」に焦点を当て
たセミナーを開講することに
したのが、天外先生の「生き
方塾」です。「生き方塾」で
学ぶ「内面の変容」を経る
と、エゴが作った目標に向
かって必死に努力する生き方
を離れ、自然体で、さしたる
努力をしないのに、セレン
ディピティ（偶然の幸運）に
恵まれ、とても順調な人生に
なります。それを「宇宙の流
れに乗る生き方」と表現され
ています。

この天外先生の宇宙の流れ
に乗る「生き方塾」によっ
て、参加者皆様は、「混沌の

中で、混沌をものともせず、
しっかり坐る」ことを体感し
て学び、「「やり方」ではな
く、「在り方」が変われば、
会社も家庭も人生も変わる」
ことを実感されることでしょ
う。そして、「行動のマネジ
メントから存在のマネジメン
トへ」の方法を学ぶことにな
ります。もちろん、この「意
識の変容」は、「フロー経
営」や「ティール型組織運
営」のベースになりますか
ら、経営者・企業人にとって
もお役に立ちますが、広く一
般の方の人生にも極めて有益
ですので、多数の方々のご参
加を歓迎します。

札幌会場にて、天外先生と
直接、対面して指導を受ける
リアル参加を基本としなが
ら、ズームでの参加も可能で
す。

５月１５日（土） 内面の葛藤、実存的変容とは何か、天外流ワークの方法
６月１９日（土） 深層意識の構造「メンタルモデル」、天外流ワーク実践
７月１７日（土） 人類の目覚め、天外流ワーク実践交流
８月２１日（土） 宇宙の流れに乗る生き方、天外流ワーク実践交流

▪日程と内容

弁護士法人
PLAZA総合法律事務所弁護士

太田勝久

弁護士法人設立 1 0周年記念セミナーへのお誘い

お申し込み方法
申し込み用紙にご記入の上、FAXまたはWEBサイトからお申し込みください。
振り込み先 札幌天外塾 代表 太田勝久（サッポロテンゲジュク ダイヒョウ オオタカツヒサ）

北海道銀行 本店営業部（店番101） 普通 3037040


